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規

則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
四
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
令
和
四
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

１３

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
十
六
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
と
あ
る
の
は

「
平
成
二
十
八
年
度
」
と
、
「
五
箇
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
六
箇
年
度
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
当

該
特
定
事
業
者
該
当
日
が
属
す
る
自
動
車
環
境
管
理
期
間
の
次
の
自
動
車
環
境
管
理
期
間
」
と
あ
る

の
は
「
令
和
四
年
度
か
ら
始
ま
る
五
箇
年
度
の
期
間
」
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
六
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和

四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環

境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
環
境
管
理
期
間
が
平
成
二
十
八

年
度
か
ら
始
ま
る
五
箇
年
度
の
自
動
車
環
境
管
理
計
画
書
（
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自
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動
車
環
境
管
理
計
画
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
知
事
に
提
出
し
た
者
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改

正
後
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い

う
。
）
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
新
規
則
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自

動
車
環
境
管
理
期
間
が
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
始
ま
る
六
箇
年
度
の
自
動
車
環
境
管
理
計
画
書
を
提

出
し
た
も
の
と
み
な
す
。

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
五
号

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成

二
十
八
年
東
京
都
規
則
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
七
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
府
中
市
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

府
中
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

府
中
市
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
七
十
八
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
板
橋
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

板
橋
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
用
地
測
量
）

三

測
量
の
区
域

板
橋
区
前
野
町
五
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
五
月
十
三
日
か
ら
同
年
九
月
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
七
十
九
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
北
区
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

北
区

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
）

三

測
量
の
区
域

北
区
堀
船
二
丁
目
及
び
堀
船
三
丁
目
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
五
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
十
二
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
八
十
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
江
戸
川
河
川
事
務
所
長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
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量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
江
戸
川
河
川
事

務
所

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

三

測
量
の
区
域

江
戸
川
区
及
び
葛
飾
区
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
四
月
三
十
日
か
ら
同
年
五
月
二
十
九

日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
八
十
一
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
空
港
整
備
事
務
所
長
か
ら
次
の
よ
う
に

測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
空
港
整
備

事
務
所

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
復
旧
測
量
（
基
準
点
）
及
び
復
旧

測
量
（
水
準
）
）

三

測
量
の
区
域

大
田
区
羽
田
二
丁
目
、
羽
田
三
丁
目
及
び
本
羽

田
各
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
二
十

六
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
二
百
八
十
二
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
狛
江
市

長
か
ら
次
の
よ
う
に
測
量
を
実
施
す
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

測
量
施
行
者

狛
江
市

二

測
量
の
種
類

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
及
び
三
級
基
準
点
測

量
）

三

測
量
の
区
域

狛
江
市
中
和
泉
五
丁
目
地
内

四

測
量
の
期
間

令
和
二
年
六
月
十
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日

ま
で

告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条

第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
に
お
け
る

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

二
二
九
、
九
二
九

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
二
十
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
六
条

第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
に
お
け

る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
う
ち
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八

分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

一
、
五
三
七
、
〇
五
四

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
三
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
八
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
議
会
議
員
の
各
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙

権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を

超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に

六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に

あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
区
名

数

千
代
田
区
選
挙
区

１７,８７２

中
央
区
選
挙
区

４５,７９８

港
区
選
挙
区

６８,２６２

新
宿
区
選
挙
区

９１,９２８

文
京
区
選
挙
区

６１,６３５

台
東
区
選
挙
区

５６,０５２

墨
田
区
選
挙
区

７７,０１２

江
東
区
選
挙
区

１３７,１８０
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品
川
区
選
挙
区

１１３,３６０

目
黒
区
選
挙
区

７９,５４２

大
田
区
選
挙
区

１７０,３７２

世
田
谷
区
選
挙
区

１９５,９５８

渋
谷
区
選
挙
区

６４,７６１

中
野
区
選
挙
区

９４,９９９

杉
並
区
選
挙
区

１４８,４４０

豊
島
区
選
挙
区

７８,０５８

北
区
選
挙
区

９７,２０２

荒
川
区
選
挙
区

５７,２５０

板
橋
区
選
挙
区

１４５,８６８

練
馬
区
選
挙
区

１６９,８９４

足
立
区
選
挙
区

１６１,６０２

葛
飾
区
選
挙
区

１２７,３７８

江
戸
川
区
選
挙
区

１６０,３８７

八
王
子
市
選
挙
区

１４５,１７２

立
川
市
選
挙
区

５１,３０１

武
蔵
野
市
選
挙
区

４１,５１４

三
鷹
市
選
挙
区

５２,８４０

青
梅
市
選
挙
区

３７,７６３

府
中
市
選
挙
区

７１,９２２

昭
島
市
選
挙
区

３１,４５４

町
田
市
選
挙
区

１１９,４５８

小
金
井
市
選
挙
区

３４,１２３

小
平
市
選
挙
区

５３,３８６

日
野
市
選
挙
区

５１,９０７

西
東
京
市
選
挙
区

５７,０７７

西
多
摩
選
挙
区

６９,１６８

南
多
摩
選
挙
区

６６,８０３

北
多
摩
第
一
選
挙
区

８５,５０３

北
多
摩
第
二
選
挙
区

５６,６７１

北
多
摩
第
三
選
挙
区

８９,８１３

北
多
摩
第
四
選
挙
区

５３,５２４

島
部
選
挙
区

７,０７９

公

告

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新

に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
第
二
項
及
び
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十

年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ヴ
・
ア
ニ
マ
ル
ズ

二

代
表
者
の
氏
名

鎌
田

舞

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
町
田
市
上
小
山
田
町
百
六
十
四
番
地
二

舘
田
方

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
町
田
市
忠
生
三
丁
目
十
八
番
地
一

コ
ー
ポ
ラ
ス
坂
の

上
三
〇
五
号

五

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
七
年
一
月
二
十
七
日
ま
で

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
山
友
会

二

代
表
者
の
氏
名

大
脇

甲
哉

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
台
東
区
清
川
二
丁
目
三
十
二
番
八
号

四

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
七
年
五
月
二
十
日
ま
で

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

二

代
表
者
の
氏
名

田
中

重
勝

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
一
丁
目
三
番
四
号

Ｋ
Ｔ
ビ
ル
三
階

四

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
二
年
三
月
十
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
十
二
日
ま
で

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
地
雷
処
理
を
支
援
す
る
会

二

代
表
者
の
氏
名

鈴
木

純
治

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
三
丁
目
八
番
十
号

川
内
ビ
ル
十
階

四

更
新
さ
れ
た
認
定
の
有
効
期
間

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
二
十
四

番
七
の
一
部
、
同
番
七
十
三
、
同

番
七
十
四
、
同
番
七
十
五
の
一
部
、

同
番
七
十
六
及
び
同
番
七
十
七

東
村
山
市
秋
津
町
五
丁
目
二
十

四
番
地
十
九

細
山

政
雄

東
京
都
ふ
ぐ
取
扱
者
資
格
受
入
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
東

京
都
規
則
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の

四
第
二
号
に
規
定
す
る
東
京
都
ふ
ぐ
取
扱
者
資
格
受
入
講
習
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

講
習
の
開
催
日
時
及
び
会
場
等

㈠

開
催
日
時

令
和
二
年
十
二
月
三
日
（
木
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

㈡

会
場

東
京
都
健
康
プ
ラ
ザ
ハ
イ
ジ
ア
四
階

研
修
室
（
新
宿
区
歌

舞
伎
町
二
丁
目
四
十
四
番
一
号
）

㈢

定
員

七
十
人

二

対
象
者

東
京
都
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
者
で
、
次
の
㈠

か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ
る
全
て
の
条
件
（
受
講
資
格
）
に
該
当
す
る

も
の

㈠

規
則
第
一
条
の
四
で
東
京
都
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

と
同
等
以
上
の
も
の
と
し
て
規
定
す
る
次
の
ア
か
ら
カ
ま
で
に

掲
げ
る
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格
し
、
当
該
県
知
事
の
ふ
ぐ
の

取
扱
い
に
係
る
免
許
を
受
け
て
い
る
者

ア

埼
玉
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

イ

神
奈
川
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
包
丁
師
試
験
（
昭
和
六
十
二

年
四
月
以
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

ウ

滋
賀
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

エ

岡
山
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
処
理
師
試
験

オ

徳
島
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
処
理
師
試
験

カ

鹿
児
島
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
（
昭
和
五
十
八

年
四
月
以
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

㈡

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者

㈢

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都

条
例
第
五
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
に
規

定
す
る
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
事
項
に
も
該

当
し
な
い
者

ア

視
力
が
不
十
分
で
眼
鏡
等
を
用
い
て
補
正
し
て
も
ふ
ぐ
の

処
理
が
で
き
な
い
者

イ

未
成
年
者

ウ

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
ふ
ぐ
の
処
理
を
適
正
に
行
う

に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

エ

条
例
第
九
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

東
京
都
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
の
取
消
処
分
を
受
け
た
後
一
年
を

経
過
し
な
い
者

三

講
習
内
容

㈠

条
例
及
び
規
則
の
規
定

㈡

条
例
違
反
の
事
例
等
ふ
ぐ
調
理
師
と
し
て
必
要
な
事
項

四

申
込
方
法
等

㈠

申
込
方
法

受
講
希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
書
に
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に

掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
て
㈡
の
申
込
先
ま
で
申
し
込
む
こ
と
。

ア

法
第
五
条
第
三
項
の
調
理
師
免
許
証
の
写
し

イ

二
㈠
ア
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格

し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
合
格
通
知
書
又
は
合
格
証
明

書
）
の
写
し

ウ

当
該
試
験
を
実
施
し
た
県
知
事
が
交
付
し
た
ふ
ぐ
の
取
扱

い
に
係
る
免
許
証
の
写
し

エ

返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
。
郵
便
番
号
、
住
所
及
び
氏
名

を
記
載
し
、
八
十
四
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）

㈡

申
込
先

郵
便
番
号
一
六
三－

八
〇
〇
一

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
試
験
・
免
許

担
当
（
ふ
ぐ
調
理
師
担
当
）

㈢

申
込
締
切
日

令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
（
月
曜
日
）
（
当
日
消
印
有
効
）

㈣

受
講
票
の
送
付
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申
込
締
切
後
、
受
講
資
格
を
確
認
の
上
、
各
受
講
者
に
受
講

票
を
送
付
す
る
。

五

問
合
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
試
験
・
免
許
担

当
電
話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
四
三
五
八

正

誤

○
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
付
東
京
都
条
例
第
二
百
三
十
八

号ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

号
外
２４５

一
四

上

後
か
ら六

二
葉
町
一
丁
目

二
葉
一
丁
目

○
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
付
東
京
都
条
例
第
六
十
一
号

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

号
外
５５

一
二

下

後
か
ら一

大
岡
二
丁
目

大
岡
山
二
丁
目

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


